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建物超寿命化支援企業の
株式会社シゲル・コーポレイションが
毎月発行する瓦版です

ULTRA ANTIAGING RENOVATION WORK

★当社が協賛するBSNラジオ番組
『石塚かおりのBrand new day』 (毎週火曜日7:15~8:54内)
『サロン de かおり』(毎週土曜日17:00～)内にて当社ラジオCMオンエア中!
★BSN TV朝の情報・報道番組『THE TIME』内にて
当社お天気フィラーTVCMを放映中! (毎週月曜日6時30分頃)

Ⅰ. 「2026年度 新潟市優良工事表彰」を受賞

今月のトピックス
Ⅰ. 「2026年度 新潟市優良工事表彰」

を受賞
Ⅱ.当社元請工事施工実績紹介
・「レガーロ旭町屋上防水改修工事」
・「レガーロけやき通り屋上防水改修工事」

株式会社シゲル・コーポレイションは、このたび

「2026年度 新潟市優良工事表彰」を受賞いたしました

ことをお知らせいたします。日頃より当社の事業活動

にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

本表彰は、新潟市が発注した公共工事のうち、施工内

容や安全管理、品質確保などにおいて特に優良と認め

られた工事に携わった企業を対象に贈られるもので

す。今回の受賞対象となった「亀田総合体育館外部・

特定天井改修工事」は、市民の皆さまが安心してご利

用いただける体育館施設の安全性向上を目的とした改

修工事であり、当社は元請の株式会社新潟藤田組様の

もと、協力企業として施工に携わってまいりました。

工事にあたっては、施設をご利用の皆さまへの影響を

最小限に抑えられるよう工程管理や安全対策にも細心

の注意を払い、地域の公共施設の安全性向上に寄与で

きたことを大変光栄に思っております。

お客様より、新社屋完成のお祝いに
掛け時計をご寄贈いただきました。

受賞概要
表彰名：2026年度 新潟市優良工事表彰(下請企業表彰の部)
対象工事：亀田総合体育館外部・特定天井改修工事
元請企業：株式会社新潟藤田組 様

受賞にあたって

当社は防水工事を専門とする企業として、屋上・屋

根・外壁など様々な建築物の防水施工に携わってま

いりました。本工事でも雨水浸入を防ぐ防水施工に

取り組み、外壁改修では経年による剥落を防ぐた

め、シーカ・ジャパン株式会社の剥落防止工法

▲表彰式の様子

「エバーガードSG」を採用しました。

このたびの受賞は、現場技術者の丁寧な仕事と、元請企業様をはじめ関係

者の皆さまのご指導・ご協力の賜物です。今後もこの専門性に磨きをか

け、社会インフラの長寿命化に貢献してまいります。

株式会社シゲル・コーポレイションは、防水のプロフェッショナルとして、

高品質な施工でお客様・地域社会の信頼に応えてまいります。

エバーガードSG工法

について詳しくは

Sika公式サイトをご覧

ください

jpn.sika.com（機能

性外壁材）

シゲル・コーポレイション代表取締役社長の増村文武です。

当月はまず、非常に嬉しいニュースからの御報告です。このたび弊社は、新潟

市長様より『2026年度新潟市優良工事表彰』をいただきました。

今回受賞対象となりました建物は、非常に特徴的な意匠が印象的な、新潟市立

亀田総合体育館です。将来的なタイル外壁の落下を防止する目的にて、タイル

外壁に対して当社が扱う外壁複合改修工法・エバーガードSG工法にて施工をさ

せていただきました。

お客様の大切な建物を、最適な提案と

確かなる施工によって長きに渡って守

りたい、そんな思いで、社員一同、

日々業務に取り組んでおります。建物

改修に対する次年度予算取りのシーズ

ンですが、どうぞお気軽に、弊社にご

相談をいただければ幸いです。



荻昌弘さんを愛してやまない
俺ちゃん的シネマコラム

連載第100回

今月のテーマ『 理不尽 or 不条理 』

当社ホームページ
ＱＲコード

★毎月掲載している挿絵
はこちらからもどうぞ。

★ 今月のイラスト
『 オデュッセイア』でオデュッ
セウスが頭に装着する甲冑（兜)  
描いてみました

この原稿をまとめている本日、クリストファー・ノーラン監督、マット・デイモン主演の本年一
番の本命超大作『オデュッセイア』 早速劇場にて観てまいりました~~~ 期待以上、文句なし
の映像表現と洪水のように迫りくる音の嵐、マット・デイモンも最高に素晴らしかったの一言

またあらためて本コラムでも紹介をさせていただきます

そんな訳で興奮も冷めやらない高揚感の中、当シネマコラムもおかげさまで、ついについに、本
号にて連載第100回目を迎えることとなりました~~~~~~~~~
8年前の2018年3月号から連載を開始 毎月休むことなく3本づつ、その時の気分で設定した
テーマに基づき、映画の御紹介を続けてまいりました 時間が許せば挿絵も合わせて御紹介して
まいりました 紹介作品をあらためて振り返れば、スタッフの皆様がそれぞれに情熱とこだ
わりを持って作りこまれた作品ばかり 新作を鑑賞するたびに、こんな発想や表現手法がま
だ残されていたのか! と脱帽されられることが実に多く、映画という広大で深淵なる無限カル
チャーを制覇することは到底不可能であることを感じながら、これからもみなさまに楽しんでい
ただける作品の御紹介を続けてまいります

さて、記念すべき連載100回目となる今月のテーマはズバリ 『 理不尽 or 不条理 』
われわれ人間は、われわれの脳内で理論立てた理解の範疇を逸脱するようなものには、どうして
も底知れぬ不安と恐怖を抱いてしまうものですが、まさに、なんでそうなった~~~的な展開や設
定のためゆえにその理由をエンドレスに問い続けてしまうことになるであろう、理不尽 or 不条
理感満載の3本、どうぞ充分に心を整えた上で御覧ください

No.295『 ロングウォーク (2025年 アメリカ映画) 』
スティーヴン・キングが大学在学中に執筆した、その後の彼の作品群の原点と言える小説を映画化 様々な社会問題が鬱積し格
差が進行したアメリカを背景に、うっぷんが溜まった国民のはけ口として用意された国家公認の非情で理不尽なTV企画に挑む若者
達の姿を描いたスリラー 主人公のレイは、母親に引き留められながらある目的のために死のレースに挑みます ルールは単純、
ひたすら歩き続け最後に勝ち残った一人のみが、莫大な富と叶えたい夢の権利を獲得できるのですが、時速約6キロの最低速度を下
回ると警告を受け、4回目の警告は同行する軍による容赦ない射殺処分を意味します 様々な事情や野望を背負った若者たちが
このレースに参加 ひたすら共に歩き続ける中で、この瞬間のみだけに許される切なく不思議な友情関係も生まれ始めるのです
が… 本作における悪の象徴、軍を率いる鬼少佐役を、なんとなんと『スター・ウォーズ』のルークでお馴染み、あのマーク・ハミ
ルがまさに怪演 いつ脱落者が出るのか、我々観る側も終始緊張感から解放されることができず、オーラスでは切なすぎる展開
も用意されたヘビーな一本

No.296『 さまよう刃 (2014年 韓国映画) 』
東野圭吾の小説が原作であり、日本では竹野内豊主演でTVドラマ化もされましたが、今回紹介するのは異国に舞台を変えて映画化
された韓国版 男手一つで育てた最愛の娘を突然何者かに殺され心が壊れてしまった父の、犯行グループへの復讐劇を通して、
本来報われるべき者が報われない世界の理不尽さを描いた心根に痛みが突き刺さるサスペンス 主人公のサンヒョンは、遺体と
なった娘に対面し途方にくれる中、娘の携帯に謎の密告メッセージが入るのを確認 彼はメッセージに従い不良グループの一人
が住むアパートへと向かいますが、そこで乱暴される娘の姿を映した動画を発見、ほどなく帰宅した主犯格の少年を怒りの中で殺
害してしまいます その後さらにもう一人の主犯格の少年がいることを知ったサンヒョンは、警察に追われる身となりながらも
偶然奪ったライフル銃とともに、少年が向かったとされるスキー場を目指すのですが… 父役を演じるチョン・ジェヨンの、修羅
に支配された悲壮な演技とともに、彼を追う刑事役のイ・ソンミンの、警官という法の下での思考と人としての本来の情の間での
葛藤に悩む演技もまた、素晴らしい一本

No.297『 バックルームズ (2026年 アメリカ映画) 』
先日劇場公開されたばかりの新作ですが、世界中で大ヒット 早速私も劇場にGO 監督のケイン・パーソンズは、弱冠21歳!!
未来の映画界の牽引役となりそうな方がまた一人登場です 舞台は1990年代アメリカのとある町 郊外型大型家具店を経営する
クラークは、妻との関係をこじらせセラピストのメアリーのもとに通っていました 彼は家具店の地下に仮の寝室をあしらえ寝
泊りしていましたが、施設の電源が頻繁に不具合を起こし原因を探っていた中、偶然に壁の間仕切りをすり抜け、広大かつ不気味
な空間へ足を踏み入れてしまいます 黄色い壁紙で統一された無数の部屋や廊下、怪しく唸る蛍光灯、物理法則を無視して床に
不規則に埋まった家具類や人気のない空間に鳴り響く世界中の言語での”こんにちは” 誰が何のためにどのように作ったか到底解
明できない中、得体の知れない更に恐ろしい何かが存在することに気づき、最終的にはメアリーをも巻き込んで物語は予測不能な
ラストへと向かうわけですが… 理解不能、不条理極まるリミナル空間の気持ち悪さの創出が本作最大の特徴、過去のどの映画と
も一味違う独自の映像表現に脱帽

もし御興味が沸いてきましたら、皆様もぜひ一度御鑑賞を (^_-)-☆

当コラム本文中で表記する参考作品について、過去に紹介したものについては作品名の後に※にて紹介回の注釈をつけました、
バックナンバーは当社HPよりご覧いただけますので参考にしてください!
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